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1. Projet ECLATS



Projet ANR (2015年-2021年)

ECLATS

Extraction de Contenus géoLinguistiques d’ATlas

et analyse Spatiale

地図の言語地理的内容の抽出と空間的分析



ECLATS

４チームによる共同研究

１．グルノーブル大学(UMR5217) 情報処理・自動地図作成

Paule-Annick Davoine, Clément Chagnaud (博論),

Maeva Seffar (エンジニア)

２．グルノーブル大学(UMR5216) & ニース & トゥールーズ

Elisabetta Carpitelli, Carole Chauvin, Michel Contini (方言学)

Michèle-Olivieri, Guylaine Brun-Trigaud, Patrick Sauzet

３．ラ・ロシェル大学 情報学研究室

４．リヨン IMANINE, LIRIS 情報学

UMR (Unité Mixte de Recherche) = 国立科学研究センターの共同研究ユニット



目的

１．地図内容のベクトル化・タグ付けによる内容抽出法の
開発

２．データの活用・普及のためのデジタル情報の保管法の
提案

３．ネット上の言語地理学データの表示モデルの定義

４．解釈地図生成のための空間分析と視覚化方法の開発

５．言語地理学データの普及と利用のための共同研究の
推進



５つのモジュール開発と応用

１．抽出 Extraction

２．方言地図 CartoDialect

３．シャイニー方言地図 ShinyDialect

４．シャイニー方言分類 ShinyClass

５．方言と地理情報のリンク DialectoLOD

Shiny＝統計ソフトR内のWebアプリ名

LOD =  Level Of Detail ?



ECLATS 全体像
Lot1 

言語地理データのモデル化、
保存

Lot2-3 

フランス言語地図(ALF)の
デジタル化、情報抽出

Lot4 

空間分析、地図データ分析

Lot5

地図化、地図解釈

Lot6

解釈地図化



2. ShinyDialect を用いた解釈地図作成方法



2.1.  ShinyDialectで出来ること

•地図データのグループ化・色でマッピング

上位区分：最大６グループ（8色から選択）

下位区分：最大７段階（グループの色のグラデーション）

６グループ×７段階＝最大42通りに分類

•文字

アルファベット、IPA、記号、日本語（ひらがな、カタカナ、漢字）

•完成した解釈地図

PDFで保存



ALF 

（フランス言語地図）

「トネリコ」

完成例



2.2.  解釈地図作成手順

2.2.1.  Excelファイル作成

・地点の緯度・経度

・複数の地図データを記入

ex. トネリコ

タンポポ

…

＊ALB（ブルゴーニュ地方言語地図）で説明



Excel 入力例

地図
トネリコ緯度経度

識別子：
地点番号など

地図タイトル

地図
タンポポ



2.2.  解釈地図作成手順

2.2.2.  ShinyDialectにアクセス

http://lig-tdcge.imag.fr/shiny/ShinyDialectV1_2_10/

＊Google 翻訳による日本語



(1)導入（紹介）



(2)データファイルのインポート（Excel 読み込み）

①「ブラウズ…」クリック →Excel ファイルを選択

②Excel ファイルのデータが表示

①
②



(3)変数の選択（データのセッティング）

①識別子（地点番号など） ②経度 ③緯度 ④分析する変数（地図）

プルダウンメニューから選択（プルダウンメニュー：Excel の1行目が入っている）

① ② ③ ④



⑤条項（アイウエオ順・アルファベット順）クリック →昇順／降順

⑥労働力（生起数）クリック →昇順／降順

⑤
⑥

(3)変数の選択（データのセッティング）



(4)補間領域（地点データの及ぶ範囲の調整）

①

①地域を選択（国境、海岸線のデータのため）
②地点データが及ぶ範囲の調節（デフォルト 50%）

②



(5)等光沢の計算
（地図の描き方・グループ化）

⑥

⑦

③ ④ ⑤

① ②

①補間方法（地図の描き方）
デフォルト：
ﾍﾞｸﾀｰ（ベクトル法）
ﾃﾞｨｰｾﾝ・ﾘｾ（なめらか）

②グループのメンバー入れ替え
⑥グループの分類・色を保存(CSVファイル) 「保存」クリック
⑦保存していたCSVファイルをアップロード 「ブラウズ」クリック

③グループ名変更 →⑤「適用する」クリック
④グループの色変更 →⑤「適用する」クリック



(6)完成した地図（地点・凡例の表示）

①

②

③

①地点の表示方法を選択
シンボル：点
識別子 ：地点番号など

②凡例の表示方法
簡略化された：上位区分のみ
完了 ：全ての凡例

③地図の保存 「保存」クリック
→PDFファイルがダウンロード



完成 (PDF)

ALB

「タンポポ」

・地点番号
（文字サイズ決め打ち）

・全ての凡例



「カタツムリ」
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